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校舎の中心に配置された吹き抜けの「小牧山ステップ」

■工　事　名小牧市立小牧南小学校改築工事
■工　事　場　所愛知県小牧市若草町番地
■建　築　主小牧市
■設計・監理株式会社久米設計名古屋支社
■施　　　工（建築）東急・滝特定建設工事共同企業体

（電気設備）野里・白川特定建設工事共同企業体
（機械設備）太平・水野特定建設工事共同企業体

■敷　地　面　積２万，．㎡
■建　築　面　積，．㎡
■構造・規模ＲＣ（一部Ｓ）造、４階、延べ床面積１万，．㎡
■工　　　期年８月日～年３月日
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　小牧南小学校は、（明治６）年創立の長い歴
史をもつ学校であります。旧校舎は、古くは
（昭和）年に竣工したもので、老朽化が進んでお
り、また、児童数の増加に合わせて増改築を繰り返
し複雑な建物配置になっていることから、全面改築
することとしました。

　改築にあたっては、多くの児童同士が学年を越え
て活発に交流することができ、調べ物学習、展示や発
表の場としても活用できるよう、校舎の中心にオー
プンスペースとした吹き抜けの図書エリアとワーク
スペースからなる「小牧山ステップ」を配置しまし
た。
　今後小牧南小学校の児童が、この新たに整備され
た校舎で充実した学校生活を送る中、夢を育み、そ
の夢に挑戦することができるよう願っています。
　結びに、工事へのご理解とご協力を賜りました保
護者や学校関係者の方々、地域住民の皆様に感謝申
し上げますとともに、安全に改築工事を施工してい
ただいた工事関係者の皆様にお礼申し上げます。

　今回の計画は児童・先生・地域の交流によって学
び合うこと、新たなきっかけをつかみ成長していく
こと、小牧市の未来をつくっていく様 「々つながり」
を大切にする学び舎を目指しました。小牧市では図
書を活用した学習の歴史があることを読み解き、図
書機能を主とした「小牧山ステップ」を校舎の中心
に配置しました。

　小牧山は織田信長が自ら城を築いたことで知ら
れ、市のシンボルとして多くの市民に親しまれてい
ます。小牧山ステップは小牧南小学校の児童たちの
学び合いの核とし、３層多方向に向く吹抜の空間構
成から、児童の交流を視覚的、動線的にも活発化を
図り、多学年交流や他の児童の活動を肌で感じられ
る空間としています。またその外部はステップ状の
テラスを計画し、内外の学び合いの活動を溢れ出す
ようなつくりとしています。児童一人一人が自ら考
え動き回り、そこで学び合いが生まれ、つながりを
広げていく空間づくりを目指しました。
　創立年の歴史を持つ学校で、大樹となった既
存樹木がいくつかありました。小牧市の教育大網よ
り「郷土の歴史を礎に、市民とともに愛と夢、生き
る力を育む」とあり、形を変えたとしても記憶を残
し「生きる力」が育めるような学びの場づくりを意
識して取り組みました。伐採した樹木は掲示板や切
り株スツール、伐採前に採取した桜の花のアクリル
アート等を小牧山ステップに点在させ記憶の継承と
なるよう取り入れていきました。
　小牧山ステップに様々な学びや体験できる仕掛け
を取り入れ、様々な「つながり合い」を大切に育ま
れる学び舎を目指しました。
　株式会社久米設計　設計本部　名古屋支社
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